
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２ ００ ００ ９９ 年年

春春  号号  ｖｖｏｏｌｌ．．９９  
発発行行日日  ２２１１．．  ４４．．２２８８  三三三木木木ののの森森森

ももも

林林林
りりり

だだだよよよりりり
森 町 森 林 組 合  

４月より即戦力・新戦力が２名加わる。

新新ススタタッッフフ紹紹介介  

技術員 三
み

 倉
くら

 靖
やす

 啓
あき

（森町出身） 

林業界に９年間の勤務実績がありチェンソーに

よる伐木技術は基より林業機械（グラップル・フ

ォワーダ）を巧みに操れます。 

           「自分の持っている技術を

          フルに活用して、微力なが

          らもこの三木の森林のため

          に頑張っていきますので、

          よろしくお願いします。 

事務員 山
やま

 田
だ

 真
ま

 弓
ゆみ

（森町出身） 

 大学で森林生態学を学び、農業高校に８年勤務

し、青年海外協力隊で南米に２年在住の経験があ

ります。測量の腕はまだまだですが、山歩きは達

          者です。 

          「大好きな森林の中で、仕

          事が出来ることに幸せを感

          じています。よろしく御願

          いします。」  

 

こ
の
三
木
の
森
林
に
は
、
こ
れ
ま
で

育
て
て
き
た
優
良
な
森
林
資
源
が
た

く
さ
ん
備
蓄
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
優
良
森
林
資
源
を
有
効
活
用

す
る
た
め
に
、
間
伐
材
を
低
コ
ス
ト
で

搬
出
す
る
作
業
路
の
開
設
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
低
コ
ス
ト
と
は
単
に

開
設
コ
ス
ト
を
下
げ
る
だ
け
で
な
く
、

・ 

維
持
管
理
が
容
易
で
あ
る
こ
と 

・ 

山
を
傷
め
な
い
こ
と 

・ 

山
に
優
し
い
こ
と 
等 

を
重
要
目
標
と
し
て
開
設
を
進
め
て

き
ま
し
た
。山
の
事
を
考
え
ず
に
コ
ス

ト
ば
か
り
を
重
視
し
て
道
を
作
っ
た

三
木
の
森
林
に
新
た
な
『
作
業
路
』
完
成

の
で
は
、
こ
の
三
木
の
森
林
に
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。 

今
後
も
開
設
・
施
工
後
の
維
持
管

理
・
効
率
的
な
素
材
生
産
と
三
拍
子
の

揃
っ
た
低
コ
ス
ト
作
業
路
開
設
を
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様

の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

ま
た
、
今
回
開
設
し
た
現
場
の
見
学

ご
希
望
の
方
は
当
森
林
組
合
ま
で
御

連
絡
下
さ
い
。 
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3
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担
当 

鈴 

木 

清 

之 

重要路線開設 

丸太組を施工 

山

に

手

を

入

れ

ま

し

ょ

う

所
有
さ
れ
て
い
る
森
林
の
様
子
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。「
手
を
入
れ
た
い
け
ど
忙
し
く
て
…
」「
山

の
手
入
れ
は
し
た
い
け
ど
負
担
が
大
変
で
…
」
と

困
っ
て
い
る
方
。
森
町
で
は
山
の
施
業
に
必
要
な

経
費
を
国
・
静
岡
県
の
補
助
制
度
を
利
用
し
て
負

担
が
少
な
く
施
業
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

例
え
ば
三
十
五
年
生
以
下
の
山
で
は
、
国
・
県
・

町
の
補
助
金
で
負
担
ゼ
ロ
。
三
十
六
年
生
以
上
は

県
・
町
の
補
助
金
で
約
三
十
％
の
負
担
金
で
施
業

が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
森
の
力
再
生
事
業
や
治
山

事
業
と
い
っ
た
負
担
金
ゼ
ロ
の
制
度
も
あ
り
ま

す
。
森
林
組
合
よ
り
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
施
業
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。 

 
杉林に群生する 

源平合戦の源氏方の勇者 

熊谷直実（クマガイナオザネ） 

にちなんでこの名前があり 

平家方の平敦盛（タイラノアツ 

モリ）にちなむアツモリソウと 

好一対になっています。 クマガイソウ 熊谷草 

三木の森林 『みぃ～つけたぁ！』 

三木
み き

の森林
も り

・美林
び り ん

が着実に増加！完成報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山の施業で大切な間伐・本数調整伐を平成２０年度に『森の力再生事業

２４ｈａ・奥地保安林整備事業７３ｈａ・流域育成林整備事業９ｈａ・静

岡林業再生プロジェクト推進事業２２ｈａ』を実施し合計１２８ｈａの森

林が新たに美林の仲間入りをしました。また、山村境界保全事業（国土調

査の予備調査）を１７８ｈａ１１６筆を実施し所有者境を確定しました。 

これには、組合員皆様のご理解・ご協力の賜だと感謝申し上げます。 

光が届かない真っ暗な森林が  

大
好
評 

山
村
境
界
保
全
事
業 

 

平
成
１
９
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
予

備
調
査
（
山
村
境
界
保
全
事
業
）
で
す
が
、

今
年
度
は
森
町
三
倉
字
高
塚
・
嵐
場
・
黒

山
・
大
崎
・
西
山
等 

約
２
６
０
町
歩
、
３

２
２
筆
を
実
施
予
定
で
す
。 

事
業
の
流
れ 

①
地
元
説
明
会
（
地
権
者
・
隣
接
者
）

②
一
筆
地
調
査
（
立
会
い
の
も
と
杭
打
）

③
一
筆
地
測
量
（
デ
ー
タ
収
集
） 

今
年
度
の
該
当
地
区
の
所
有
者
様
を
対

象
と
し
た
説
明
会
を
６
月
中
旬
に
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
御
出
席
を
御
願
い
し
ま

す
。
今
年
度
も
組
合
員
皆
様
の
財
産
で
も

あ
る
森
林
の
境
界
の
明
確
化
、
森
林
整
備

の
推
進
を
目
指
し
て
事
業
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
御
協
力
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

担
当 

鈴
木
啓
史 

山
田
真
弓

４
路
線 

約 

千
二
百 

ｍ 



す ぎ 

長さ

（ｍ）

末口径 

（ｃｍ） 
中 値 

１本当り 

単 価 
摘 要 

３．０ １６～１８ １０，０００円 ８７０円 柱目４寸 

２０～ １１，０００円 １，４５２円 中目 

４．０

１６～１８ ９，０００円 １，０４４円 桁目４寸 

２０～２２ １１，０００円 １，９３６円 中目 

２４～２８ １１，０００円 ２，９７０円 中目 

６．０
１６～１８ １３，０００円 ２，５２２円 通し柱 

２０～２２ １３，０００円 ３，７７０円 通し柱 

ひ の き 
長さ 

（ｍ） 

末口径 

（ｃｍ） 
中 値 

１本当り 

単 価 
摘 要 

３．０ １６～１８ １７，０００円 １，４７９円 柱目４寸 

２０～２２ １５，０００円 １，８４８円 太角目 

４．０ 

１６～１８ １８，０００円 ２，０８８円 土台目４寸 

２０～２２ １７，５００円 ３，０８０円 中目縁甲取 

２４～２８ １８，０００円 ４，８６０円 中目 

６．０ 
１６～１８ ２６，０００円 ５，０４４円 通し柱４寸 

２０～２２ ２５，０００円 ７，２５０円 通し柱太角 

購 買 情 報 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 太田川ダム（かわせみ湖）で、 

「美観づくりとウォーキング」を実施！ 

 アクティー森と太田川ダム建設事務所が共同で、 

太田川ダムで湖畔づくりのための最初のイベント 

を去る３月２１日に実施し当組合も作業指導とし 

て参加した。草刈や伐採、植樹などを行い、湖畔 

の美観づくりに汗を流した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                              平成 ２１ 年  ４ 月 ２２ 日 現在 

 

 
                                        発行／森 町 森 林 組 合 

                                              〒４３７－０２０８ 静岡県周智郡森町三倉８２６－２ 

                                              電話 ０５３８－８６－０２１１ ファックス ０５３８－８６－０２１２ 

                                        メールアドレス ｊｉｇｙｏｕ＠ｆｏｒｅｓｔ―ｍｏｒｉｍａｃｈｉ.or.jp 

 

三 木 の 森
も

林
り

だ よ り

✎ 

編
集
後
記 

✐ 

い
か
が
で
し
た
か
「
三
木
の
森
林
だ

よ
り
春
号
」
は
？
つ
い
に
完
成
［
顔
の

見
え
る
家
造
り
は
実
現
す
る
の
か
］ 

三
木
の
森
林
に
は
優
良
な
木
材
と
優

秀
な
作
り
手
が
存
在
し
て
い
る
。
木
材

は
炭
素
を
吸
収
し
、
炭
素
を
吸
収
し
た

材
木
が
木
造
住
宅
と
し
て
炭
素
を
固
定

す
る
。
こ
ん
な
木
造
住
宅
、
し
か
も
地

産
地
消
の
家
が
増
え
続
け
れ
ば
都
市
に

も
立
派
な
森
林
が
現
れ
る
と
思
う
。 

～ 

顔
の
見
え
る
家
造
り
は
実
現
す
る
の
か 

最
終
回
～ 

⑤ 
無
事
に
上
棟
式
を
終
え
、
い
よ

い
よ
大
工
の
腕
の
見
せ
所
「
造
作
」

に
移
り
ま
す
。
三
木
の
森
林
で
育

っ
た
木
材
を
適
切
な
場
所
に
、
そ

し
て
適
切
な
形
へ
と
加
工
し
、
木

の
良
さ
を
最
大
限
に
活
か
し
た
住

宅
を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。 

樹
皮
に
近
い
方
が
木
表
な
ん
だ
。

人
が
触
れ
る
方
を
木
表
に
し
な
い

と
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
割
れ

や
ト
ゲ
が
刺
さ
り
や
す
く
な
る
た

め
人
の
肌
に
触
れ
る
側
を
木
表
に

す
る
ん
だ
よ
」
と
棟
梁
は
語
る
。

慎重に削り進める加藤建築の若衆 

 

我
々
、
木
材
生
産
者
に
は
心
強
い
一

言
で
あ
る
と
と
も
に
身
を
引
き
締
め

る
一
言
で
も
あ
る
。 

地
元
の
木
を
地
元
の
業
者
が
木
を

伐
り
、
地
元
の
製
材
所
で
挽
き
、
そ
れ

を
地
元
の
設
計
士
と
大
工
で
家
を
建

て
る
。『
地
産
地
消
』
の
家
造
り
。 

つ 

い 

に 

完 

成  

【
施
主
の
声
】
一
番
大
喜
び
な
の
は
小

学
生
の
娘
で
す
。「
木
の
家
、
木
の
家
。

は
だ
し
で
歩
く
と
気
持
が
い
い
ん
だ

も
ん
。」
と
大
は
し
ゃ
ぎ
。
や
っ
ぱ
り

木
の
家
に
し
て
大
正
解
で
す
。
帰
宅
時

間
が
か
な
り
早
く
な
り
ま
し
た
。
笑 

  

草刈終了後、山桜を植樹し記念撮影☆ 

格天井に使うスギに浮造りを施す 

 

長
年
の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た

匠
の
業
と
目
で
着
実
に
三
木
の
森

林
の
材
木
た
ち
は
家
へ
と
変
化
を

遂
げ
て
い
き
ま
す
。 

「
木
に
は
表
と
裏
が
あ
っ
て
、
丸

太
の
時
、
樹
芯
に
近
い
方
が
木
裏 

丸い床柱に丸い丸太を 

差し込む高度な技術 

（写真上から２枚目） 

「
私
が
こ
の
職
に
つ
い
て
四
十

年
、
今
ま
で
培
っ
た
技
術
を
、
出

来
る
限
り
若
衆
に
受
け
継
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
っ
て
、
こ
の

森
町
に
は
優
良
な
木
材
が
た
く
さ

ん
あ
る
か
ら
。」
と
熱
く
語
る
。 

大黒柱に鴨居を差込み 

スギをふんだんに使っ 

た格天井 
 

全て『三木の森林材』 業が光る和室・床の間

 
左 ㈲ 加藤建築 加藤義昭 氏 

周智郡森町森２１２０－２ 

右 ㈱ 藤田建築設計室 藤田進二 氏 

周智郡森町森１０５７－７ 

中 施主 鈴木清之 氏 

よく刈れる刈刃はいかがでしょうか？ 

今回紹介するのは、草刈用カッターです。

          ￥１，３００円 

         ・直径２５５mm 

         ・厚さ１．０５mm 

         良く刈れますよ 加藤（談）

豆知識 草が良く刈れるのは刈刃の左側で前方の１／

３の位置です。危険位置はキックバックが発生します。 

 


